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【要旨】
授産施設における生産活動の現状について把握す

るために，アンケート及びフィールドワークを実施
したところ，以下の調査結果が得られた．

� ．アンケート

�．� 生産活動について
（�）施設規模
　�名から��名未満の施設が��カ所と調
査対象施設全体の�����を占めている．
��名以上の大規模施設は �カ所のみで
あった．
（�）デザイン導入
　内部開発�	施設，外部デザイナー導入

施設，発注先 �施設，特になし�
施設

であった．
（
）勤務体系
　平均収入は月額����	��円，平均勤務
年数（訓練期間）は���年であった．
（�）経営状態・営業実績
　経理等経営管理システム導入施設は
全体の
��と少ないが，その平均月収は
�
�����円であり，全体平均を������円
上回っている．

（�）販路

　直販が���で大半を占める．ネット通
販は，今後拡大するものと期待される．
（�）公報宣伝活動
　チラシの占める割合が
����で，トップ
である．次いでネット利用が�	�
�ある．
（�）購買層
　典型的な顧客として，施設の存在する

市内在住の��代から��代の女性が浮かび
上がる．

�．� 施設環境について
　広さ，採光，照明，換気すべてについ
て，各種基準以上を確保できており，良
好な作業環境であると思われる．この理
由は身体障害者授産施設の設置基準があ
り，さらに建築基準法の規準を遵守すれ
ば，作業環境が良好な施設が整備される

からだと思われる．
�．フィールドワーク

今回のフィールドワークを通じて，パッケー
ジデザインの改善等あと少し商品的な魅力が加
われば，市販の商品と遜色なく勝負できるレベ
ルに達しているものも発見できた．今後は，い
わゆるバザー商品との差別化を図ることのでき
るブランド化戦略の導入等を視野に入れつつ，
側面的な支援を続けたい．


